




要約:新生児期に頭部超音波検査を行い、脳病理学的検討が加えられた 96 例を対象として、

新生児期画像所見の信頼性という観点から、超音波検査所見と脳病理所見の一致性、限界、

問題点について検討した。脳奇形では、Dandy-Walker 奇形,全前脳胞症、水頭症、小脳低

形成の診断は一致したが、脳回形成異常、無嗅脳症など脳表面のわずかな異常は診断でき

ず、出血では脳室内出血(IVH)が病理的に認められた 27 例中 15 例(55.5%)、 くも膜下出

血(SAH)は 17例中 4例(23.5%)で診断されていた。脳室周囲白質軟化症(PVL)は 27 例中、 20

例(74.1%)で診断されていた。 また、重度障害に結び付くとされる‘bright brain’所見

について、病理的所見と意義を明らかにするために、 'diffuse low density'群、‘nomal’

群との脳病理学的比較を行った結果、'bright brain'群の組織像は白質に小軟化巣や出血

が広範に散在し、sponginess が目立つ(5 例/7 例中,70%)傾向であったが、単一・一定の

所見ではなかった。障害に対する早期ケアを考慮する上で、bright brain の意義をより

明確にすることは重要であり、今後は、生存症例の予後検討や brightness の客観化・分

類、および、 よりー層の組織学的検討が必要であると考えられた。


